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◎黒龍江省大慶市、石油以外の産業発展にも力入れる 

【経済日報 2006年03月13日】 

黒龍江省大慶市共産党委員会の盖如垠・書記は、２００５年の同市原油生産量は４４００万トン、

利益は７００億元余り、納税額は３００億元に達したことを明らかにした。また、同年の大慶市ＧＤＰ

は１８４０億元を記録している。 
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盖書記によれば、大慶市は第１１次５カ年計画（２００６～２０１０年）末期までに石油・天然ガス

生産量４２００万トン相当、２０２０年まで約４０００万トン相当を生産していく計画である。 

しかし、石油資源には限りもある。このため２０１０年までに石化産業の規模を１３００億元、乳業

規模を１００億元、電子チップ産業規模を１００億元に、繊維・皮革業の規模を１００億元以上、ゴム

材料生産規模を１００億元、非石油産業の売上を２０００億元に到達させることを目指しており、石

油産業と非石油産業の割合を１対１にしていく計画である。 

---------------------------------------------------------------------- 

◎１～２月の全国消費財小売額は１２％増の１．２兆元 

 【経済日報 2006年03月16日】 

国家統計局は、最新統計データを発表、１～２月の全国消費財小売額は計１兆２６４４億元（１２．

５％増。前年同期比、以下同じ）に達したことが分かった。 

１月単月では１５．５％増、２月単月では９．４％増となった。都市部での消費財小売額は８４９６

億元（１３．２％増）、県クラス以下の地区では４１４７億元（１１．１％増）であった。卸し・小売業の消

費財小売額は１兆６４５億元（１３．２％増）、ホテル・飲食業は１７６０億元（１３．１％増）、その他の

小売業は２３８億元（１．１％増）となっている。 

品目別の消費財小売額は、食用油などが１８．９％増、食肉・タマゴが７．７％増、衣類などが１６．

６％増、日用品が１５．０％増、貴金属・宝飾品が２３．０％増、通信器材が２４．８％増、自動車が２

９．５％増、石油製品が４０．６％増を記録している。 

---------------------------------------------------------------------- 

◎アブラナ原料のバイオディーゼル燃料技術が湖北省の審査をパス 

 【中国化工報 2006年03月16日】 

アブラナを原料とするバイオディーゼル燃料技術が９日、湖南省科学技術庁の審査をパスした。

同技術は、同省華中農業大学バイオマス・エネルギー研究センターが開発し、５月には年産２００ト

ンのバイオディーゼル燃料生産ラインを建設するほか、年内にも同省の搾油原料加工企業と合弁

で年産２０００トンのバイオディーゼル燃料装置を建設する計画である。同技術は特殊な溶剤を使

用してアブラナから油脂を滲み出させ、これをバイオディーゼル燃料へと転化するものである。 

アブラナは、湖北省の重要農産物の１つで、バイオディーゼル燃料の理想的原料でもある。アブ

ラナからは、油脂が抽出しやすく原料も豊富、工程も少なく生産コストを削減できるなどの特長が

ある。 

---------------------------------------------------------------------- 

◎中国とニュージーランド、第６回 ＦＴＡ協議終える 

 【国際商報 2006年03月16日】 

中国とニュージーランドは、７～１０日、両国自由貿易協定（ＦＴＡ）締結に関する第６回協議を北

京市にて行った。両国の貨物貿易、サービス貿易、投資、貿易救済、知的財産権、摩擦解決方法、

「原産地」ルール、両国税関の協力、動植物の検疫、技術的な貿易障壁に関する協議を行い、一

定の成果をあげた。両国は２００４年１１月にＦＴＡ協議を始めると発表、先進国で中国とのＦＴＡ協
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議を始めたのはニュージーランドが初めて。両国の貿易関係は近年急速に発展しており、２００５

年の２国間貿易額は２６億８０００万ドル（２００５年の２．５倍）に達している。 

今回の協議には、商務部、外交部、国家発展改革委員会、財政部、農業部、海関総署（税関）、

国家質量監督検験検疫総局（製品品質を管理）の代表らが参加した。第７回協議はニュージーラ

ンドにて行われる。 

--------------------------------------------------------------------- 

◎ハインツ製品に遺伝子組み換え成分？ 農業部も重視 

 【経済日報 2006年03月17日】 

グリーンピースが、１３日に、食品大手・ハインツ（亨氏）の乳児用米粉の原料である水稲に遺伝

子組み換え成分が含まれていると発表したことについて、農業部関係者は１４日、農業部としても

これを重視しており、何らかの違法行為があった場合は法に基づいて処分していく方針であること

を明らかにした。 

同関係者は、「中国は遺伝子組み換え食物の安全性を一貫して重視しており、遺伝子組み換え

農産物については安全評価・許可制度を実施している。市場で販売される農産物は全て農業部が

発給する遺伝子組み換え生物安全証書を取得しなければならない」と語っている。現在のところ、

農業部はまだ遺伝子組み換え水稲の安全証書を発給したことはない。 

一方、ハインツ中国の唐佳トン総裁によれば、製品に遺伝子組み換え成分は一切含まれておら

ず「われわれの製品に品質問題はなく、製品を回収する必要はない」と述べている。 

---------------------------------------------------------------------- 

◎雲南省河口とベトナムラオカイを結ぶ橋を建設へ 

 【経済日報 2006年03月17日】 

中国とベトナムは、２００６年２月、雲南省の河口とベトナムのラオカイ（老街）の間を流れるソン

コイ川（紅河）にて「金城橋」を建設することで合意し、２００７年２月から供用開始となる予定である。

河口では大規模な経済区の建設が間もなく始まり、ラオカイでも敷地面積２５０ヘクタールの開発

区が建設されるなど、両地は中越貿易の物流、中継センターとしての役割を担うようになってきて

いる。 

また、ベトナムと中国は、昆明（雲南省）－河口－ラオカイ－ハノイ－ハイフォンを結ぶ経済区域

の建設を目指している。中国は現在、昆明－河口の全長４５０キロメートルの高速道路を建設中、

昆明－河口の鉄道レール幅も従来は１メートルであったが１．４メートルのものに変更した。ラオカ

イでも３億ドルを投じてインフラ施設を整備していく計画である。金城橋の開通により中国とベトナ

ムの貿易額が大幅に伸びるものと期待されている。 

---------------------------------------------------------------------- 

◎中国とＡＳＥＡＮ、１～２月の貿易額は３割増の２１２億ドル 

 【国際商報 2006年03月18日】 

商務部は、最新統計データを発表し１～２月の中国とＡＳＥＡＮ間の貿易額は前年同期比２８．

２％増となる２１２億８０００万ドルに達したことが分かった。 
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中国のＡＳＥＡＮ向け輸出額は、３１．８％増の８９億ドル、ＡＳＥＡＮからの輸入額は２５．７％増

の１２３億８０００万ドルで、中国が３４億８０００万ドルの赤字となった。 

また、２月単月の貿易額は２８．４％増の１００億３０００万ドル。内訳は、中国のＡＳＥＡＮ向け輸

出額が２９．１％増の４０億８０００万ドル、ＡＳＥＡＮからの輸入額が２７．９％増の５９億５０００万ド

ルで、中国が１８億７０００万ドルの赤字を記録している。 

---------------------------------------------------------------------- 

◎１～２月の全国国境貿易額は４５％増の２０億ドル 

【経済日報 2006年03月18日】 

商務部は、１３日、１～２月の全国国境貿易額は前年同期比４５．８％増となる２０億７６００万ド

ルに達したと発表した。全国貿易額に占める割合は０．９２％となっている。１～２月の国境貿易の

内訳は、輸入額が前年同期比１４．８％増の９億５４００万ドル（全国輸入額の０．８９％）、輸出額

は同８９．１％増の１１億２２００万ドル（全国輸出額の０．９４％）となっている。 

また、２月単月の全国国境貿易額は６２．２％増の１０億４３００万ドル。内訳は輸入額が２３．

９％増の５億１１００万ドル、輸出額が１３０．７％増の５億３２００万ドルとなっている。 

 

本情報は、株式会社日本能率協会総合研究所により 

翻訳された中国の新聞記事をもとに、同社の許可を得て

独立行政法人農畜産業振興機構が整理したものです。 

 


